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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
行
事
等
が
変
更
・

延
期
・
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
申
し
込
み
・
参
加
等

を
す
る
場
合
に
は
主
催
者
に
ご
確

認
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
事
等
で
の
感
染
予
防

対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
駐
車
場
　
１
台
分
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
（
月
額
１
５

０
０
円
）。

▼
提
出
書
類
　
入
居
申
込
書
、
入

居
者
全
員
の
本
籍
記
載
の
住
民

票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書

▼
締
め
切
り

　
　
月
　
日
（
木
）　
時
ま
で

１２

１５

１６

▼
決
定
方
法
　
希
望
者
が
重
複
し

た
場
合
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
住
宅
管

　
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
入
居
資
格

茨
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方
（
持

ち
家
が
あ
る
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
）

芋
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
に
住
所

か
勤
務
先
が
あ
る
こ
と

鰯
市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と

允
一
定
の
収
入
以
内
で
あ
る
こ
と

印
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ

と
咽
暴
力
団
員
で
は
な
い
こ
と

▼
家
　
賃
　
入
居
世
帯
の
収
入
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
敷
　
金
　
決
定
家
賃
の
２
か
月

分

理
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯

４
２
・
２
２
２
３
）

※
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
か
ら

実
際
の
入
居
ま
で
お
お
よ
そ
１

か
月
を
要
し
ま
す
。

基本家賃面積種別住宅番号団地・地区名住宅区分

１９,１００円～６３,９００円６４㎡２ＬＤＫTH８－２０東光三区地区改良住宅

２１,１００円～６５,９００円６６㎡２ＬＤＫMH１０－３文珠高台団地公営住宅

市
営
住
宅
入
居
者
募

市
営
住
宅
入
居
者
募
集集

■募集住宅

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
会
計
年

度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
　
種
　
宿
直
員
・
日
直
員

▼
募
集
人
数
　
１
名

▼
勤
務
場
所
　
市
役
所
庁
舎

▼
勤
務
内
容
　
庁
舎
内
の
見
回
り
、

電
話
対
応
な
ど

▼
勤
務
時
間
　
宿
直：

　
時
～
翌

１７

８
時
　
分
、
日
直：

８
時
　
分

３０

３０

～
　
時
１７

▼
勤
務
日
数
　
月
　
日
程
度
（
主

１０

に
宿
直
）

▼
報
酬
額
　
宿
直：

７
５
１
６
円
、

日
直：

６
９
４
０
円
（
給
与
条

例
の
改
正
に
伴
い
変
更
と
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
）

▼
採
用
予
定
日
　
令
和
４
年
　
月
１２

下
旬

▼
締
め
切
り
　
　
　
月
　
日（
水
）

１２

２１

※
応
募
が
な
い
場
合
は
随
時
受
け

付
け
ま
す
。

▼
提
出
書
類
　
歌
志
内
市
会
計
年

度
任
用
職
員
申
込
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
庶
務
グ
ル
ー
プ
よ
り

受
領
し
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
写
真
を
貼
付
し
て
く
だ

さ
い
）

▼
提
出
方
法
　
持
参
ま
た
は
郵
送

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
３
階
緯
４
２

・
３
２
１
２
）

会
計
年
度
任
用
職
員
募

会
計
年
度
任
用
職
員
募
集集

　
広
報
う
た
し
な
い
　
月
号
で
開

１１

催
を
お
知
ら
せ
し
て
い
た
、
空
知

管
内
地
方
税
差
押
物
件
の
合
同
公

売
会
が
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
空
知
総
合
振
興

局
納
税
課
（
緯
０
１
２
６
・
２

０
・
０
０
５
５
）
ま
た
は
税
務

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４

２
・
３
２
１
７
）

地
方
税
合
同
公
売
会

地
方
税
合
同
公
売
会
　
　

開
催
中
止
の
お
知
ら

　
開
催
中
止
の
お
知
ら
せせ
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札
幌
弁
護
士
会
で
は
、
次
の
日

程
で
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　
債
務
整
理
、
交
通
事
故
、
離
婚
、

相
続
、
悪
質
商
法
な
ど
、
ど
の
よ

う
な
相
談
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

　
ご
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

事
前
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
と
　
き

▽
　
月
６
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１２

１０

１２

 松
  野
 　

ま
つ
 の

 貴
  紀
 弁
護
士

た
か
 
き

▽
　
月
　
日
（
火
）
　
時
～
　
時

１２

２０

１０

１２

 河
  西
 　

か
 さ
い

 宏
  樹
 弁
護
士

ひ
ろ
 
き

▼
と
こ
ろ
　
う
た
み
ん

札
幌
弁
護
士

札
幌
弁
護
士
会会

無
料
法
律
相
談

無
料
法
律
相
談
会会

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
環

境
交
通
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
１

階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
、「
我
が
家
に
来
て
開
催
し
て

ほ
し
い
」「
町
内
の
集
会
に
あ
わ

せ
て
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
市
内
に
い
る
認

知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
（
講
師

有
資
格
者
）
が
出
向
い
て
講
座
を

行
い
ま
す
。
団
体
で
も
個
人
か
ら

の
希
望
で
も
お
受
け
し
ま
す
。

▼
講
座
概
要
　
厚
生
労
働
省
が
定

め
る
基
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基

づ
き
実
施
（
　
～
　
分
程
度
）

６０

９０

▼
受
講
対
象
者
　
小
学
生
以
上

※
受
講
者
に
は
、
受
講
証
明
グ
ッ

ズ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り
　
令
和
５
年
２
月
末

ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
開

催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に

保
健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所

２
階
緯
４
２
・
３
２
１
３
）へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成成

講
座
を
出
前
し
ま

講
座
を
出
前
し
ま
すす

　
北
海
道
で
は
「
北
海
道
子
ど
も

の
未
来
づ
く
り
の
た
め
の
少
子
化

対
策
推
進
条
例
」
に
基
づ
き
、「
北

の
大
地
子
ど
も
未
来
づ
く
り
北
海

道
計
画
」
を
策
定
し
、
社
会
全
体

で
出
産
や
子
育
て
、
子
ど
も
の
成

長
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
目
指
し
、
少
子
化
対
策
の
推
進

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
本

道
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
全
国

と
比
べ
る
と
、
依
然
と
し
て
低
く

厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、

市
町
村
や
関
係
団
体
・
経
済
団
体

と
の
連
携
の
も
と
、
妊
娠
期
の
段

階
か
ら
社
会
全
体
で
妊
婦
さ
ん
を

応
援
し
、
不
安
や
悩
み
を
軽
減
す

る
「
母
に
な
る
人
へ
の
贈
り
も
の

運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
運
動
は
、
道
民
の
か
た
が

た
や
、
市
町
村
、
企
業
及
び
団
体

に
お
け
る
取
り
組
み
を
進
め
る
た

め
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
毎

月
　
日
を
「
妊
婦
さ
ん
の
日
」
と

２２
し
て
定
め
、
妊
婦
さ
ん
が
安
心
し

て
出
産
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

づ
く
り
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
道
民
の
か
た
が
た
に
は
、「
妊
婦

さ
ん
の
日
」を
知
る
こ
と
で
、
改
め

て
妊
婦
さ
ん
へ
の
気
配
り
や
心
遣

い
な
ど
を
実
践
し
て
い
た
だ
き
、

市
町
村
や
関
係
団
体
等
に
は
、「
妊

婦
さ
ん
の
日
」
に
プ
レ
マ
マ
教
室

や
男
性
の
育
児
参
加
を
促
進
す
る

講
座
等
の
開
催
な
ど
に
努
め
て
い

た
だ
く
な
ど
、
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
北
海
道
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
U
R
L
　h

ttp
s://w

w
w
.p

re
f.h
o
k
k
a
id
o
.lg
.jp
/h
f/

k
m
s/n
in
sh
in
/k
a
n
k
y
o
.h

tm
l

▼
検
索
ワ
ー
ド
　「
母
に
な
る
人

へ
の
贈
り
も
の
運
動
」
で
検
索

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
保
健
福

祉
部
子
ど
も
未
来
推
進
局
子
ど

も
子
育
て
支
援
課
（
緯
０
１
１
・

２
０
４
・
５
２
３
５
）

毎
月

日
は

毎
月
　
日
は
　
　
　
　
　

２２２２
「
妊
婦
さ
ん
の
日
」で

　「
妊
婦
さ
ん
の
日
」で
すす
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市
内
の
事
業
所
で
は
、次
の
と

お
り
従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

繋
生
活
相
談
員

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

４４

罫
介
護
員（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

▼
求
人
数
　
２
人
　
年
齢
不
問

茎
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
係

▼
求
人
数
　
６
人
　
年
齢
不
問

荊
製
造
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
年
齢
不
問

蛍
電
子
部
品
組
立
工

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

計
レ
ス
ト
ラ
ン
、宴
会
ホ
ー
ル

ス
タ
ッ
フ

▼
求
人
数
　
１
人
　
　
歳
以
下

５９

　
く
わ
し
く
は
、  ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
滝
川
公
共
職
業
安
定
所
砂
川

出
張
所
  （
砂
川
市
西
６
条
北
５

丁
目
緯
５
４
・
３
１
４
７
）へ
。

求
人
情
報

求
人
情
報
 （（
　
月月
　
日
現
在
）

日
現
在
）

１１１１

１１１１

　
狩
猟
免
許
試
験
の
予
備
講
習
受

講
者
と
受
験
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習

▼
と
　
き
　
令
和
５
年
１
月
　
日
２９

（
日
）
９
時
～
　
時
　
分

１６

３０

▼
と
こ
ろ
　
岩
見
沢
市
民
会
館
ま

な
み
～
る
　
多
目
的
室
①
②
③

▼
受
講
料

茨
第
１
種
、
第
２
種
　
各
1
1
0

0
0
円

芋
網
、
わ
な
　
各
８
２
５
０
円

鰯
網
及
び
わ
な
（
２
種
類
）　
1

1
0
0
0
円

允
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
と
同
時

に
綱
ま
た
は
わ
な
を
受
講
（
２

種
類
）　
１
３
７
５
０
円

印
第
１
種
ま
た
は
第
２
種
・
綱
・

わ
な
　（
３
種
類
）
各
１
６
５

０
０
円

▼
受
付
期
間
　
　
月
　
日
（
火
）

１２

２０

　
～
令
和
５
年
１
月
　
日
（
金
）

２０

※
火
・
木
曜
日
の
９
時
　
分
～
　

３０

１６

時
　
分
　
事
務
局
対
応

３０

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
空

知
猟
政
協
議
会
（
緯
０
１
２
６

・
２
４
・
１
１
１
１
）

■
狩
猟
免
許
試
験

▼
と
　
き
　
令
和
５
年
２
月
５
日

（
日
）
９
時

令
和
５
年
狩
猟
免
許
試

令
和
５
年
狩
猟
免
許
試
験験

▼
と
こ
ろ
　
空
知
総
合
振
興
局

▼
定
　
数
　
　
名
４０

▼
受
付
期
間
　
　
月
　
日
（
火
）

１２

２０

９
時
～
　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
空

知
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部
環

境
生
活
課
（
緯
０
１
２
６
・
２

０
・
０
０
４
３
）　

■
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業

　
市
で
は
、
狩
猟
免
許
予
備
講
習

の
受
講
料
を
補
助
し
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
を

納
め
た
期
間
な
ど
の
受
給
資
格
期

間
が
　
年
（
１
２
０
月
）
以
上
あ

１０

る
人
が
、
原
則
　
歳
か
ら
受
け
ら

６５

れ
る
年
金
で
す
。

　
　
歳
か
ら
　
歳
に
な
る
ま
で
の

２０

６０

　
年
間
保
険
料
を
納
め
た
人
は
満

４０額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
必
要
な
受
給
資
格
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
期
間

茨
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期

間
芋
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）
を
受
け

た
期
間

※
た
だ
し
、
一
部
納
付
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、
一
部
納
付
保

険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
扱
い

と
な
り
ま
す
。

鰯
納
付
猶
予
や
学
生
納
付
特
例
を

受
け
た
期
間

允
昭
和
　
年
４
月
以
後
の
厚
生
年

３６

金
の
被
保
険
者
期
間
ま
た
は
共

済
組
合
の
組
合
員
期
間

印
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期

間
咽
カ
ラ
期
間
（
加
入
が
任
意
だ
っ

た
た
め
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

な
ど
）

※
茨
～
咽
の
合
計
期
間
が
　
年
以

１０

上
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
砂
川
年
金
事
務

所
（
緯
５
２
・
２
１
４
４
）
ま
た

は
戸
籍
保
険
グ
ル
ー
プ（
市
役
所

１
階
緯
４
２
・
３
２
１
７
）

老
後
の
備
え

老
後
の
備
え
にに

老
齢
基
礎
年

老
齢
基
礎
年
金金

▼
補
助
対
象
者
　
市
内
在
住
で
狩

猟
免
許
取
得
後
、
猟
友
会
に
加

入
し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
活
動
に

従
事
で
き
る
方

▼
補
助
金
額
　
受
講
料
に
相
当
す

る
額

▼
問
い
合
わ
せ
　
ふ
る
さ
と
振
興

グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４

２
・
３
２
１
５
）

　
人
の
生
命
ま
た
は
身
体
に
直
接

被
害
を
与
え
る
危
険
性
の
高
い
ヒ

グ
マ
を
作
り
だ
し
、
人
と
ヒ
グ
マ

の
共
存
を
困
難
に
す
る
た
め
、
道

内
の
生
物
の
多
様
性
に
著
し
い
影

響
を
及
ぼ
す
行
為
と
し
て
、
北
海

道
で
は
、「
北
海
道
生
物
の
多
様

性
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」
で
、

ヒ
グ
マ
に
エ
サ
を
与
え
る
こ
と
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。

ヒ
グ
マ
に
エ
サ
を
与
え

ヒ
グ
マ
に
エ
サ
を
与
え
なな

い
で
く
だ
さ

い
で
く
だ
さ
いい

　
違
反
す
る
と
、
行
為
の
中
止
等

の
勧
告
や
氏
名
等
の
公
表
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
環
境
生

活
部
自
然
環
境
局
（
緯
0
1
1

・
2
0
4
・
5
9
8
8
）
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繋
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
犯
罪

の
防
止

　
大
手
銀
行
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
を
か
た
っ
た
電
子
メ

ー
ル
等
に
よ
り
、
金
融
機
関
を
装

う
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
に
誘
導

さ
れ
、
I
D
な
ど
を
だ
ま
し
取
ら

れ
て
不
正
送
金
さ
れ
る
被
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
税
庁
を
か
た
り
国
税

の
納
付
を
求
め
た
り
、
差
し
押
さ

え
を
予
告
す
る
不
審
な
シ
ョ
ー
ト

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

赤
歌
警
察
署
か
ら
の

赤
歌
警
察
署
か
ら
の
　
　

お
知
ら

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せせ

　
心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
を
受

信
し
て
も
リ
ン
ク
を
開
か
ず
無
視

し
て
く
だ
さ
い
。

　
被
害
の
相
談
は
、
警
察
相
談
専

用
電
話
「
＃
９
１
１
０
」
ま
た
は

赤
歌
警
察
署
に
お
願
い
し
ま
す
。

罫
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪
、
運

転
者
以
外
も
処
罰
の
対
象
で
す

　
車
の
運
転
手
へ
お
酒
の
提
供
、

お
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
へ
の
車

の
提
供
、
飲
酒
運
転
の
車
に
同

乗
な
ど
は
飲
酒
運
転
者
と
同
様

に
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
飲
酒
運
転
情
報
の
提
供
を
！
　

北
海
道
警
察
で
は
、
悪
質
な
飲

酒
運
転
を
根
絶
す
る
た
め
に
、

飲
酒
運
転
の
情
報
提
供
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

茎
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
」
に

対
す
る
認
識
を

　
毎
年
　
月
　
日
か
ら
　
日
は

１２

１０

１６

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」
で
す
。

　
拉
致
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
強
い
思
い

が
必
要
で
す
。

　
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま
し

ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
赤
歌
警
察
署
警

務
課
（
緯
３
２
・
０
１
１
０
）

　
市
道
筍
沢
線
の
か
も
い
岳
ビ
レ

ッ
ヂ
か
ら
下
り
方
向
へ
２
０
０
メ

ー
ト
ル
の
区
間
は
、
来
年
４
月
ま

で
車
両
通
行
不
能
と
な
り
ま
す
。

　
車
両
に
つ
い
て
は
、
市
道
歌
神

三
区
線
を
う
回
す
る
か
、
神
威
市

街
交
差
点
か
ら
道
道
砂
川
・
歌
志

内
線
を
ご
利
用
願
い
ま
す
。

※
歩
行
者
は
今
ま
で
ど
お
り
通
行

で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
土
木
建
築
グ
ル

ー
プ
（
市
役
所
２
階
緯
４
２
・

２
２
２
３
）

市
道
筍
沢

市
道
筍
沢
線線一

　
　
　
　
一
部部
車
両
う
回

車
両
う
回▲市道筍沢線車両通行不能区間

　
冬
に
吹
雪
で
見
通
し
の
き
か
な

い
道
路
で
は
通
行
止
め
の
規
制
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
通
行
止
め
区
間

へ
脇
道
か
ら
侵
入
す
る
と
、
吹
き

だ
ま
り
に
衝
突
し
た
り
、
車
両
が

ス
タ
ッ
ク
し
孤
立
す
る
な
ど
、
命

に
関
わ
る
重
大
な
事
故
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
た
い
へ
ん
危
険
で
す
の
で
指
定

さ
れ
た
う
回
路
の
ご
利
用
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
通
行
規
制
の
状
況
は
次

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い

ま
す
。

　
通
行
規
制
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
R
L
（
北
海
道
地
区
道
路
情
報

の
ペ
ー
ジ
）h

ttp
s://in

fo
-ro

a
d
.h
d
b
.h
kd
.m
lit.g

o
.jp
/R

o
a
d
In
fo
/in
d
e
x
.h
tm

通
行
規
制
区
間
へ
の
進

通
行
規
制
区
間
へ
の
進
入入

の
危
険
性
に
つ
い

の
危
険
性
に
つ
い
てて

　
冬
休
み
中
に
、
児
童
の
学
習
習

慣
や
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
ド
リ
ル
学

習
な
ど
を
行
う
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ウ

イ
ン
タ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
学
習
支
援
で
、
ド
リ
ル
の

ま
る
つ
け
や
児
童
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
の
お
手
伝
い
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
開
催
日
時
　
　
月
　
日
（
月
）、

１２

２６

　
日
（
火
）、　
日
（
水
）　
９

２７

２８

時
～
　
時
１１

冬
休
み
の
学
習
支
援
サ

冬
休
み
の
学
習
支
援
サ
ポポ

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま

ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
すす

▼
と
こ
ろ
　
歌
志
内
学
園

▼
応
募
条
件
　
国
語
と
算
数
の
答

え
合
わ
せ
（
ま
る
つ
け
）
が
で

き
る
高
校
生
以
上
の
方
。

▼
募
集
人
数
　
５
名

▼
謝
　
礼
　
１
回
に
つ
き
２
千
円

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　
　
月
　

１２

１４

日
（
水
）
ま
で
に
社
会
教
育
グ

ル
ー
プ
（
教
育
委
員
会
緯
４
２

・
４
２
２
３
）
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
北
海
道
札
幌
建

設
管
理
部
滝
川
出
張
所
（
緯
２

２
・
３
４
３
４
）
ま
た
は
土
木

建
築
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２
階

緯
４
２
・
２
２
２
３
）
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編
集
と
発
行
　
歌
志
内
市
企
画
財
政
課
企
画
広
報
グ
ル
ー
プ
　
　
　
　
　
　
電
話
４
２
・
３
２
１
４
（
毎
月
１
日
・
発
行
）　
印
刷
　
㈱
総
北
海

令和４年12月号

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

■
ふ
る
さ
と
納
税
　
　

▽
札
幌
市
　
 木
  村
 　
 隆
  夫
 さ
ん
か

き
 む
ら
 

た
か
 お

ら
　
　
　
　
　
　
現
金
５
万
円

▽
東
京
都
　
 多
  田
  隈
 　
 雄
  二
 さ
ん

た
 
だ
 く
ま
 

ゆ
う
 じ

か
ら
　
　
　
現
金
２
万
４
千
円

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

■指定給水装置工事事業者・当番工事事業者

受付時間当番日住　　所
指定事業者名
電話番号

８時３０分～
１７時

３０日（金）
３１日（土）

１月 ３日（火）
本町３７番地１

㈱和泉組　歌志内支店
（緯４２-３１４８）

１２月２９日（木）
１月 １日（日）
　２日（月）

文珠１４１番地
加藤建設㈱
（緯４２-２６４５）

　
寒
さ
の
厳
し
い
季
節
と
な
り
ま

し
た
が
、
水
道
管
の
水
抜
き
は
万

全
で
し
ょ
う
か
。
水
抜
き
を
し
な

い
で
水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し

た
場
合
、
家
屋
に
甚
大
な
被
害
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
水
道

に
関
す
る
工
事
は
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
で
な
け
れ
ば
で
き
ま

せ
ん
。
水
道
凍
結
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
外
出
時
　
短
期
間
、
長
期
間
を

問
わ
ず
こ
ま
め
に
水
抜
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

▼
夜
　
間
　
夜
間
か
ら
早
朝
に
か

け
て
水
道
凍
結
が
特
に
起
き
や

す
い
の
で
水
抜
き
を
忘
れ
ず
、

日
中
で
も
水
道
を
使
用
し
な
い

と
き
は
水
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
空
き
家
　
水
道
企
業
団
で
は
原

則
と
し
て
止
水
栓
を
止
め
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や

ア
パ
ー
ト
な
ど
に
住
ん
で
い
る

方
が
退
居
す
る
と
き
は
、
必
ず

使
用
者
が
水
抜
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
既
に
空
き
家
の
場
合
は
、

建
物
の
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

が
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
水
道
管
の
凍
結
解
氷
及
び
年
末

年
始
の
水
道
修
繕
に
つ
い
て

　
年
末
年
始
期
間
は
当
番
日
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
左
表
を
ご
確
認

の
う
え
、
各
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
・
当
番
工
事
事
業
者
に
直

接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
中
空
知
広
域
水

道
企
業
団
工
務
課
（
緯
５
３
・

３
８
３
１
）

水
道
の
凍
結

水
道
の
凍
結
ににご

注
意
を

　
　
　
　
　
ご
注
意
を
！！

▽
由
仁
町
　
 田
  中
 　
 達
 さ
ん
か
ら

た
 な
か
 
さ
と
る

　
　
　
　
　
　
　
現
金
２
万
円

▽
長
崎
県
　
 中
  川
 　
 文
 さ
ん
か
ら

な
か
 が
わ
 

あ
や

　
　
　
　
　
　
　
現
金
１
万
円

▽
鹿
児
島
県
　
 鎌
  田
 　

か
ま
 た

 裕
  輔
 さ
ん

ゆ
う
 す
け

か
ら
　
　
　
　
　
現
金
１
万
円

▽
福
岡
県
　
 中
  村
 　

な
か
 む
ら

 好
  一
 さ
ん
か

こ
う
 い
ち

ら
　
　
　
現
金
７
千
７
７
７
円

▽
札
幌
市
　
 佐
  藤
 　
 洋
  志
 さ
ん

さ
 と
う
 
ひ
ろ
 し

▽
埼
玉
県
　
匿
名
　
現
金
１
万
円

　
固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
、
家
屋
や
土
地
な
ど
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
令
和
４
年
中
に
家
屋
等
を
取

り
壊
し
た
場
合
に
は
、
来
年
度
の

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
、　
月
中
に
「
家
屋
滅
失
届
」

１２

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋

等
で
法
務
局
に
お
い
て
滅
失
登
記

が
完
了
し
て
い
る
場
合
は
、
届
け

出
は
不
要
で
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
　
税
務
グ

ル
ー
プ
（
市
役
所
１
階
緯
４
２

・
３
２
１
７
）

取
り
壊
し
た
家
屋

取
り
壊
し
た
家
屋
はは

必
ず
届
け
出

必
ず
届
け
出
をを

　
所
得
税
や
市
民
税
の
申
告
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
　
歳
以
上
の
方
で
も
、

６５

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、
要
介
護
状
態
に
よ

っ
て
は
障
が
い
者
に
準
ず
る
高
齢

者
と
し
て
、
障
が
い
者
控
除
を
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

障
が
い
者
控
除
に
つ
い

障
が
い
者
控
除
に
つ
い
てて

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
障
が
い

者
控
除
対
象
者
の
認
定
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
該
当
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
保

健
介
護
グ
ル
ー
プ
（
市
役
所
２

階
緯
４
２
・
３
２
１
３
）

　
砂
川
地
域
通
年
雇
用
促
進
協
議

会
で
は
、
季
節
労
働
者
の
方
に
対

し
て
、
対
象
事
業
の
講
習
を
無
料

で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

仕
事
の
幅
を
広
げ
通
年
雇
用
を
目

指
し
ま
せ
ん
か
。

▼
申
込
日
時
　
各
技
能
講
習
開
始

日
の
　
日
前
ま
で
随
時
募
集
中

１０

（
月
～
金
曜
日
９
時
～
　
時
）

１６

※
く
わ
し
く
は
、
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
歌
志
内
市
、
砂
川
市
、

奈
井
江
町
、
上
砂
川
町
に
居
住

さ
れ
て
い
る
季
節
労
働
者
の
方

で
、
令
和
３
年
度
雇
用
保
険
特

例
受
給
資
格
取
得
者
ま
た
は
、

令
和
４
年
度
取
得
見
込
者
の
方

▼
受
講
料
　
無
料

▼
対
象
事
業
・
講
習
科
目
　

▽
建
設
機
械
等
技
能
資
格
取
得
支

援
事
業
　

・
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
、
解

体
）

・
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

・
玉
掛
け
等
　
科
目

１４

▽
安
全
衛
生
教
育
助
成
事
業

・
車
両
系
建
設
機
械
（
整
地
）

季
節
労
働
者
の
皆
さ
ま

季
節
労
働
者
の
皆
さ
ま
へへ

無
料
講
習
の
お
知
ら

無
料
講
習
の
お
知
ら
せせ

・
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

・
玉
掛
け

・
足
場
組
立
等
特
別
教
育

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
砂

川
地
域
通
年
雇
用
促
進
協
議
会

（
砂
川
市
役
所
商
工
労
働
観
光

課
内
緯
７
４
・
８
３
８
６
）


